
 

第 I－5章 結論及び第 3年次調査への提言 

 

 I－5－1 結 論 

第 2 年次調査の結論は調査地区毎に以下の様にまとめられる。 

 

1） カラトング北西地区 

ラオシャンコウ地化学異常帯には中～塩基性貫入岩体に伴う金銅鉱徴が存在し、鉱

石の化学的性質及び胚胎母岩の性状がカラトング鉱山と類似している。このことから、

カラトング鉱山と同じ正マグマ鉱床賦存の可能性があると考えられる。 

岩石の微量成分分析結果と地質概査結果との比較から、岩石地化探が有望地抽出に

有効であると考えられる。また、主要鉱石鉱物に磁性鉱物が含まれることから、帯磁

率測定が有望地抽出に有効であると考えられる。 

 

2） アルタイ地区ホンリン・ウラスコ鉱徴地 

ウラスコ鉱徴地で期待できる鉱床タイプは脈状磁鉄鉱スカルンに伴う金、銅、鉛、

亜鉛のポリメタル型鉱床である。鉱床は黄鉄鉱鉱染帯縁辺の石灰岩層下盤に形成され

ていると考えられる。 

 

3） マイズ地区 88-15 異常帯 

88-15 異常帯の銅鉱徴は石英斑岩を熱源とした小規模な裂罅規制型の熱水鉱化作用

と推定される。地表で確認された銅鉱化作用は規模が小さく、地下の IP 異常も微弱

であることから、当異常帯の鉱床ポテンシャルは低いと考えられる。 

 

4） マイズ地区 B-7 異常帯 

B-7 異常帯の銅・鉛鉱化作用は、貫入花崗岩体を熱源とした小規模な裂罅規制型の熱

水性鉱化作用と推定される。地表で確認できる鉱化作用が微弱であり、地下延長部に

IP 異常が存在しないことから、鉱床ポテンシャルは低いと考えられる。 

 

5） アルタイ地区チャシャ鉱徴地 

チャシャ鉱徴地の鉱染状銅鉱化作用は、石英斑岩に関連した熱水作用により、スカ

ルン帯及びその周辺に形成されたと推定される。昨年度の物理探査により捕捉された

IP 異常帯は、スカルン帯を中心に形成された黄鉄鉱化帯の分布を反映したものである

と考えられる。ボーリング結果から判断すると、銅鉱徴地では顕著な銅の濃集部が形

成されるには至っていない。精密物探の実施により硫化物濃集部を捕捉することが可

能かもしれないが、大規模鉱床に発展する可能性は低いと考えられる。 
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6） マイズ地区ターチョウ鉱徴地 

銅・亜鉛鉱化を伴う脈状磁鉄鉱スカルンは、石英斑岩あるいは花崗岩に関連した熱

水活動により、石灰岩～石灰質砂岩中に形成されたと考えられる。昨年度物理探査に

より捕捉された IP 異常帯は、脈状磁鉄鉱スカルンの周囲に形成された黄鉄鉱化帯の

存在を反映したものであると考えられる。ボーリング調査の結果、地表で確認された

黄鉄鉱化帯は、地下深部まで連続することが確認されたが、銅亜鉛を含む脈状磁鉄鉱

スカルン鉱体は連続性に乏しく、深部で急速に減衰することが判明した。これは、鉱

体が水平方向同様、垂直方向にも連続性に乏しいことを示しており、当鉱徴地で調査

を続行する積極的理由は存在しないと考えられる。 

 

 I－5－2 第 3 年次調査への提言 

第 2 年次の調査結果を踏まえ、第 3 年次に以下の調査を実施することを提言する。 

 

1） カラトング北西地区 

ラオシャンコウ地化学異常帯を対象に以下の調査を実施することを提言する。 

• 地質準精査：鉱化作用、岩相、地質構造の把握。 

• 岩石地化学探査：地化学異常帯を把握し有望地区を絞り込む。 

• 帯磁率分布調査：磁性鉱物の分布傾向を把握し有望地区を絞り込む。 

• IP 法物理探査：深部比抵抗構造の把握。 

• ボーリング調査：深部地質構造及び鉱況の把握。 

 

2） ホンリン・ウラスコ鉱徴地 

• 地質精査：ウラスコ鉱徴地周辺の鉱体分布及び地質構造の詳細把握。（ボーリング

地点の選定） 

• ボーリング調査：鉱化帯下部の地質構造および鉱況把握。 
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層    序 
主要構造運動 

地 質 

時 代 
アルタイ地域 鉱化作用 

沖積層、洪積層  

ｼｼﾞｬﾝ(新彊)層群  

ｼﾁｪﾝ(西城)変動 ｳｽｳ(烏蘇)層群  
第四紀 

ｼﾁｪﾝ(西城)層群  

ｳﾁｬ(烏恰)変動 ﾁｬﾝｼﾞﾎ(昌吉河)層群  

ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ(准葛尓)変動  
ヒ

マ
ラ

ヤ
 

 

第三紀 ｳﾙﾝｸﾞﾎ(烏倫古河)層群 

ﾎﾝﾘｼｬﾝ(紅礫山)層 

 

ﾎﾔｪﾝｼｬﾝ(火焔山)変動 白亜紀   

ｶﾗﾏｲﾘ(喀拉麦里)変動 

燕
 
山

 

ジュラ紀 
  

イ
ン

ド

シ
ナ

 

三畳紀 
 スカルン型多金属 

熱水型金 

ｼﾝﾕｧﾝ (新源)変動 不詳  

ｲﾝﾆｶﾗ(因尼嫐拉)変動 

二畳紀 ｶﾗﾄﾛｶﾞｲ(喀拉託洛蓋)層 

ｶﾙｼﾞｫ (喀尓交)層 

ペグマタイト型レアアース

正マグマ型銅・ニッケル 

スカルン型多金属 

熱水型金 

ﾎﾞｸﾞﾀﾞ(博格達)上昇 

ｶﾗｴﾙﾃｨｼ (喀喇額尓斉斯)層群 

 

熱水型金 

ﾁｬﾁﾊｲ(恰其海)層 
 

ｸﾐｼ(庫米什)変動 

石炭紀 

ｼﾞﾑﾅｲ(及木乃)層/ｱﾚﾝｶﾗ(那仁喀拉)層/ｼﾞｬ

ﾝﾊﾞｽﾀｫ(姜巴斯套)層/ﾅﾝﾐﾝｽｲ(南明水)層/ﾍ

ﾄｼｬﾝ(黒山頭)層/ﾎﾌﾞｸﾎ(和布克河)層 

熱水型金 

ﾎﾞﾛｸﾇ(博羅科努)変動 

ヘ
 
 
ル
 
 
シ
 
 
ニ
 
 
ア
 

デボン紀 
ﾏﾝﾀﾞｲﾁｬ(忙代恰)層群 

ﾄｸｻﾚ(託克薩雷)層/ﾕﾝﾄﾞｶﾗ(温都喀拉)層/ｱ

ﾙﾀｲ(阿勒泰)層/ｶﾝﾌﾞﾃｨﾎﾞ層(康布鉄堡)層 

熱水型多金属 

海 底 噴 気 堆 積 型

多金属 

シルル紀 
ｸｸｻﾙｼｬﾝ(克科賽尓克山)層 

ﾎﾝﾘｭｳｼｬ(紅柳峡)層 

？ 

ペグマタイト型レア

アース 

ｵﾙﾄﾋﾞｽ紀 
ﾊﾞｲﾊﾊﾞ(白哈巴)層 

ﾄﾞﾝｼﾙｸ(東錫勒克)層 

ﾁﾝﾎ(青河)層群 

 

カ
 
レ
 
ド
 
ニ
 
ア
 

ｹﾋﾟﾝ(柯坪)上昇 
ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀 

  

興 凱
 

ﾀﾘﾑ(塔里木)変動 

ｱﾙｼﾞﾝｼｬﾝ(阿尓金山)変動 揚
子
 後期 

原生代 

  

ｼﾞｼェﾝ(薊県)系  

 

 

 

中期 

原生代   

 

図Ⅰ－3－2 模式柱状図 
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